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UTM：Unified Threat Management （統合脅威管理）

～日立のデータセンターが支える新たなクラウド～～日立のデータセンターが支える新たなクラウド～

日立グループの総合力と他クラウドベンダーとの協業により、お客さまの要望に応える高信頼のクラウドを提供します。新たに体系化したクラウド基盤
はフェデレーテッドクラウドを中心に、SaaS環境の迅速な立ち上げを支援するSaaSビジネス基盤、サイバー攻撃からお客さまシステムを守るクラウド
セキュリティ、クラウド上でのシステム構築の容易化やアプリケーション開発を支援するサービスインテグレーションなどで構成されます。

業種・業務アプリケーション

・・・
金融 公共

産業 流通

Inteligent Operations Suite＊

＊Inteligent Operations Suite：スマート情報分野における製品・サービス基盤群

スマート情報分野

・・・
ヘルスケア 交通

エネルギー 設備管理

先端クラウドラボ

共通SaaS

・・・メール コラボ SNS

サービスインテグレーション SaaSビジネス基盤 クラウドセキュリティ
日立クラウドデザインパターン

クラウドマイグレーションサービス

アプリケーション運用ナビゲータ

認証・ユーザ管理サービス・・・ ・・・

フェデレーテッドクラウド

フェデレーテッドポータルサービス フェデレーテッドクラウド監視サービス

セキュリティゲートウェイサービス

マネージドUTMサービス

リモートアクセス
環境提供サービス

Webサイト
プロテクションサービス

Webアクセス
セキュリティサービス

マネージドセキュリティサービス

メールセキュリティサービス

統合インターネットサービス クラウド統合ネットワークサービス

出前クラウドFederated Ed. クラウド間接続サービス

プライベートクラウド
（お客さま）

マネージドクラウド
（日立）（日立）

パートナークラウド

日立グループの力を結集。ビジネスの進化を支える。
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日立のデータセンターによる
ソリューション 

地震、津波などの

災害への対策は大丈夫？ 

複雑化する運用業務の増加により

コア業務に集中できない

IT機器の高集積化により

電力量が増加・・・

機密情報や個人情報の

漏えいが不安・・・
クラウド化を進めたいが、既存システムも残り

計画から管理・運用が大変・・・

幅広い業種で培った豊富なノウハウで、
変わり続けるITの課題に挑む。

堅ろう・高信頼な日立のデータセンターで、
お客さまシステムの安定稼働を実現。　

大規模広域災害リスクの増大。

情報漏えい問題による、社会的影響の深刻化。

クラウド化をはじめとする、ITの進化への対応。

ITシステムを取り巻く課題は、日々、変化し続けています。

日立は、30年以上にわたり手がけてきたデータセンターサービスの豊富なノウハウをもとに、

お客さまのニーズに即した2つのソリューション

「Solution By Datacenter」「Solution For Datacenter」を用意。

お客さまが抱える、ITシステムのさまざまな課題を解決するために、

データセンターサービスはもちろん、クラウドサービスやSIサービスなど、

日立グループの力を結集し、これからのビジネスを支えていきます。

■従来のオンライン、バッチから最新のクラウドまで、さまざまな
形態のシステムを運用可能。

■立地、建物、設備などのデータセンター構成要素は、日立基準に
準拠。堅ろう・高信頼なデータセンターで、お客さまシステムの
安全・安心な運用を実現。

■豊富な運用ノウハウを生かした、運用・監視・バックアップなどの
業務運用サービスを提供。
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お客さまのデータセンターにおける
課題解決を、ワンストップで支援

■日立グループの幅広い製品群とノウハウを生かし、新たなデータ
センターの構築や、既存のデータセンター、サーバルームの課題
解決を支援。

■新規建設、コスト削減、セキュリティ・運用改善、省エネ化推進など
の、さまざまなニーズに対応。

■日立は、データセンターの消費電力量の削減に向けた研究、製品
開発を推進し、大幅な省電力を実現。その成果をもとに、「設計・
建設・構築」「診断」「改善」「最適化」「運用管理」の5つのサー
ビスに体系化。

お客さまの課題を解決する2つのデータセンターソリューション

日立のデータセンターを
利用してお客さまの
課題を解決

日立の知見を活用して
お客さまのデータセンターの

課題を解決

お客さまの
データセンター/
サーバルーム

改 善
診 断

運用管理
最適化

設計・建設・構築設計・建設・構築

お客さまの課題を
解決へ導く

2つのソリューションの経験ノウハウを相互活用し、それぞれのサービスレベルを向上。
ベストパフォーマンスでお客さまの要望に応えます。

ノウハウ

ノウハウ

お客さまデータセンターの
ためのソリューション 

Solution By Datacenter

Solution For Datacenter



高信頼な運用体制 クラウド統合ネットワーク

コンテナ型データセンター

診断

改善

最適化

既存データセンターの課題解決（環境配慮型データセンターへのアプローチ）

運用管理

ハウジング/
ホスティング
サービス

業務運用
サービス

長年にわたり培ったデータセンター事業の経験に基づき、日立のデータセンターを利用中の
お客さまシステムや業務に対する運用サービスを提供。

サービスデスクを核にしたサポート体制により、お客さまシステム
の運用を支援します。統合管制センターとの連携で、障害発生
時の緊急連絡はもちろん、障害切り分けや即時対応を代行。
さらに、各データセンターに分散するシステムの一元的な監視
も可能です。

日立の主要なデータセンターやパートナークラウドなどを結ぶ
広帯域・低遅延のネットワーク環境を提供します。このネットワーク
を利用することで、ロケーションを意識することなく、各データ
センターの特長を生かしたサービス連携を実現。複数のクラウド
を適材適所に組み合わせた利用拡張も可能です。

設備をワンパッケージで提供するため、データセンターを短期間で低コストに構築できます。室内にスペースのないお客さまや、災害発生
時などの不測の事態に対応し、業務継続性を高めたいというニーズや、ビッグデータ、クラウドなどの急激な需要増加に適応できます。
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ハウジングサービス/ホスティングサービス/ネットワークサービス

堅ろう・高信頼な日立のデータセンターを利用したソリューション。
ハウジング/ホスティング、業務運用サービスに加え、クラウドサービスや
ネットワークサービスなど、お客さまのニーズに応じたサービスを提供します。

新たなデータセンターの構築や、既存データセンターの課題に応えるソリューション。
日立グループの豊富な製品とノウハウを生かし、
データセンターのライフサイクル全般にわたりワンストップで支援します。

堅ろう・高信頼な日立のデータセンターを利用し、お客さまの要望に合わせてラックや電源、
ハードウェアや基本ソフトウェアを提供。
主なサービス 主な製品・サービス

主な製品・サービス

主な製品・サービス

主な製品・サービス

製品・サービス一覧

主なサービス

主なサービス
高付加価値
サービス

クラウド統合ネットワーク/マネージドクラウド/SaaS/DaaS/包括アウトソーシングサービス

クラウドサービスやさまざまな運用サービスを組み合わせ、お客さまの多様なニーズに対応。

運用支援サービス/運用業務代行サービス/監視サービス/バックアップサービス/プリントサービス/
セキュリティ稼働支援サービス/IT基盤サービス/障害対応支援サービス

お客さまの事業戦略やIT戦略に沿って、データセンターの計画・設計・建設・監理、稼働後の運用サポート
まで対応します。

データセンターの電力・空調効率を、空調システム、電源設備、IT機器まで含めてトータルに診断します。

省電力診断サービス/温熱環境診断サービス/大規模データセンタ向けエネルギーソリューションサービス

電力・空調効率をトータルに診断

熱流体シミュレーションを用いて、装置・機器、配線などの配置を見直し、空調効率を改善します。

空調環境コンサルティングサービス/統合型光配信システム

空調などの設備環境を改善

日立のデータセンター事業で培ったノウハウの適用により、運用の効率化や省電力化を支援します。
運用の効率化や省電力化を支援

高効率機器への更新、仮想化による省電力運用などを提案します。

無停電電源装置/受変電システム/パッケージ空調機/外気冷房システム/冷媒自然循環システム/
空調最適運転制御システム/高効率インバータ制御ターボ冷凍機/高効率チラーユニット/
自然エネルギー利用システム/省エネ・LED照明設備/IT設備連携省電力化ソリューション/
コンテナ型データセンター

データセンター運用技術支援サービス/電力管理システム/遠隔支援型エネルギー管理システム/ワイヤレス環境
モニタリングシステム/統合管理サービス

省電力製品による最適化を提案

データセンターの設計構築を支援

データセンタ設計コンサルティングサービス（計画・設計・建設・監理）/ファイナンスリース

無停電
電源装置

天吊両吹き型天吊片吹き型

局所空調システム
Ref Assist

備

PICK UP

PICK UP

お客さまデータセンターのためのソリューション

Solution For Datacenter
日立のデータセンターによるソリューション

Solution By Datacenter

設計・建設・構築

データセンターお客さま

サービスデスク 統合管制センター

オペレーター

データセンター

監視マップ

業務運用者

運用代行

障害切り分け

リモート監視分散するシステムも
一元的に監視が可能 西日本リージョン 東日本リージョン

広帯域、低遅延 広帯域、低遅延

インターネット パートナークラウド

プライベートクラウド

お客さま
拠点

フレキシブルデザインコンテナ
標準化されたパネルなどの部材を現地で組み立てるプレハブ
方式で、設置場所やIT機器の台数に応じ、サイズやレイアウト
を柔軟に設計可能。コストダウンと短期導入を実現します。
非常用発電機などのパワー
モジュールや、防犯、温度環境
維持に効果的な入退室のため
の前室も設置できます。

国内の公道をトレーラーで運搬でき＊1、災害発生時などにはコン
テナの移設＊2も可能。最大8本のサーバラックを搭載可能な
「可搬型シングルタイプ」（床面積28.3m2）と、最大22本の
サーバラックを搭載可能な「可搬
型ダブルタイプ」（床面積72.5m2）
を用意しています。

可搬型コンテナ

＊1 国道規格の公道において、特殊車両通行許可を
　　受けた上で運搬可能です。
＊2 移設時のコンテナの分離作業が必要です。

善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
診診診

運用用用用用用用用用用用用用
適化適化適化適化適化適化適化適化化化化化化化化適化適化化化適化化化

お客さまの
データセンタデデデデデデデ ー//ー
サーバルーム

診診診診診断診断診断診断診

お客さまの
データセンター/
サーバルーム

改善
診断

運用管理
最適化

設計・建設・構築設計・建設・構築

マップ

SaaS ： Software as a Service    DaaS ： Desktop as a Service



VPN

バックアップセンター
（西日本）

【通常時】
バックアップ
取得

【災害時】
マシン
切り替え
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日立のデータセンターサービスの導入事例を紹介します。お客さまの課題解決に向け、データセンターサービスのみにとどまらず、クラウドを活用したケースまで、多岐に渡ったソリューションを提供しています。

A地区 データセンター

B地区 データセンター

ハウジング環境 クラウド環境

基幹センター（西日本）

マネージド
クラウド

ハウジング
環境

基幹センター（東日本）

ハウジング
環境

クラウド環境

バ

メインセンター
（東日本）

運用拠点

運用代行サービス

インターネット

パートナー
クラウド

開発・
検証環境

ミッションクリティカルシステムのディザスタリカバリ

日立のデータセンターで、
基幹業務システムのバックアップを自社保有時の約1/3のコストで実現。

東日本地域の基幹システムが被災した場合に備え、遠隔地へ
のバックアップセンターの構築を検討。しかし、自社保有では
構築・運用コストの高さがネックに。

バックアップセンターの構築・運用コストを、自社保有時の約
1/3に低減。

解決策

導入効果

●東日本とは電力系統が異なり、地盤が強固な中国地方に立地
する日立のデータセンターに、バックアップ環境を構築し、
ホスティングサービスとして提供。

●コストを下げる工夫として、災害対策用メインフレームを活用＊。
●バックアップセンターの通常運用のほか、被災時にはマシン
切り替えと手順書に基づくオペレーションまで、日立がトー
タルにサポート。

データセンターサービスとHitachi Cloudの融合

クラウド統合ネットワークの活用

＊通常時はシンプル構成でコールドスタンバイ。被災した時点でメインフレームを起動
後、メインマシンと同一規模までスケールアップし、システムの稼働を切り替える。

基幹系
メインフレーム

メインフレーム
・オンライン
・バッチ

ストレージ

基幹系
メインフレーム

運用監視

【通常時】

・ランプチェック
・保守コール受入

【災害時】

・マシン切り替え
・手順書に基づく
 オペレーション代行

お客さま拠点

メインフレーム
・オンライン
・バッチ

ストレージ

サーバ群

地区 デ タ タ

ハウジング環境

サーバ群

業務
データ

バック
アップ
データ

バック
アップ
データ

パートナークラウドをすぐに活用

災害発生時は迂回経路を確保

サービスの拡充に
合わせて随時移行

LAN回線

ー（西日本）

ジド
ウド

ハウジング
環境

基幹センター（東日本）

ハウジング
環境

パートナー

基

災害対策
環境

仮想デスクトップ
環境

特別高圧
受電設備

高圧受電盤
変電所

変電所

無停電
電源装置

分電盤 お客さま設備
（ラック）

非常用
自家発電装置

・専用IDカード
・警備員がインターホンで
 入場者を確認後開錠

敷地 ビル内部1 ビル内部2 マシン室 データ
保管室

認証機器＊

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

保管室

アクセス順序

＊認証機器：専用IDカード、アンチパスバック制御、生体認証、サークルゲート など

背景・課題

複数のクラウド環境をつなぎ、用途に合わせた使い分けを実現。

お客さま拠点設置システムのリプレースにともない、外部のデータセン
ター利用を検討。同時に、広域災害を想定した対策を講じたい。また、
用途に合わせて、柔軟に利用を拡大していきたい。

解決策

導入効果

●東西の基幹センターと各データセンターの接続は、クラウド統合ネット
ワークのサービスを利用。

●各データセンターを、日立のマネージドクラウド＊とシームレスに接続。
セキュアに業務が行える仮想デスクトップ環境を導入。

●パートナークラウドと連携し、開発・検証環境を柔軟かつ迅速に構築。

●東西の基幹センターを、高信頼に相互バックアップできる環境を実現。
●仮想デスクトップ環境により、事業継続性を強化。

＊パブリッククラウドとしてのリソース提供のみならず、設計・構築や運用保守などのノウハウを
付加価値として合わせて提供するクラウドサービス。ユーザーのシステム要件や運用要件に
合わせたカスタマイズが可能。

背景・課題

仮想マシンと物理サーバのメリットを組み合わせ、
スケーラビリティとハイパフォーマンスを両立。

日立のデータセンターにて既存システムをハウジングしていたが、キャッシュ
フロー経営や事業拡大、M&Aに対応するため、クラウドを活用できないか検討。

●お客さまの個別要件に対応し、迅速かつ柔軟なシステム提供を実現。
●回線敷設に要する納期を短縮し、コストを削減。
●災害対策用センターの活用により、遠隔地にバックアップデータを保管し、
災害時のリスクを回避。

解決策

導入効果

●お客さま独自の環境が必要なシステムは従来どおりハウジングを、その他の
システムについてはクラウドを活用。

●ハウジングとクラウドのシステムの連携を高め、一体運用を実現。
●お客さまのアクセス回線として、ハウジング環境に引き込まれていた既設の
専用線を利用。

背景・課題

国内18拠点を展開する日立のデータセンターでは、高信頼・セキュアなファシリティにより、安全・安心なサービスを提供。また、お客さまの
データセンターに対しても、長年にわたるデータセンター事業で培った経験に基づき、お客さまの環境に適したファシリティ整備を支援します。

国内18カ所のデータセンター
東西の基幹センターを中心に、国内18カ所＊、総面積約72,000m2

のデータセンターを保有。複数拠点を利用したディザスタリカバリ
対策などに活用できます。

高い耐震性能
強固な地盤をもつ立地を選定し、免震構造を採用することで、高い
耐震性能を実現します。

安全と安心を支える高信頼設備群
IT機器から設備機器まで幅広く提供している日立グループの経験と
実績に基づいた、確実な維持保守・点検により、安定稼働を実現します。

安定した電源供給
複数系統の受電ルート、非常用発電、無停電電源装置などを整備し、
安定した電源供給を実現。災害時などの緊急時にも、継続的な供給
が可能です。高効率型の設備で、省エネにも貢献します。

強固なセキュリティ
警備員による有人監視に加え、センサーや監視カメラによる侵入者
検知、サークルゲートや指静脈認証によるサーバ室の入退室管理
などを実施します。

エリアごとにセキュリティレベルを設け、
適切なセキュリティ対策を実施

国内各地に拠点を展開。高信頼・セキュアなファシリティを整備。

＊2017年2月現在

※ 記載内容は一例です。データセンターによって、記載のファシリティと異なる場合があります。

災害対策用センターを活用
し、バックアップデータを
遠隔地保管




